


















科目名
2025年度年間授業計画

投業形態 I履修区分 1早位数 1履修時期 科目名

美容実習 実習 選択 5 3年

開講時間帯

水
曜日

時限 美容実習

授業形態

実習
授業担当者

選択 3年

開講時間帯

水
耀日

時限

識座名 授業担当者 実務経験 講座名

5 

実務経険

ヘア実習

授業概要

サロンで生かせる美容理論、技衛を実践的な視点で学ぶ。

堀口 美容室勤務 ヘア実習

授業概要

サロンで生かせる美容理論、技術を実践的な視点で学ぶ。

堀口 美容室勤務

達成目標

美容従事者として、 お客様に支持されるための心構えと必要な知識、技術、コミュニケーションカを習得しましょ
う。実習では、相モデルを通じて、ケアをメインに入客・担当できるスキル（知識や技術） の習得を目指す。

授業計画
回 単元名 内容

第1回 ヘアケア知識 シャンプー技術チェック

第2回 ヘアケア知識 シャンプー、トリートメント

第3回 ヘッドスパ ヘッドスパ（相モデル）

第4回 ヘッドスパ ヘッドスパ（相モデル）

第5回 頭皮ケア ヘア頭皮ケアとプロードライブロードライ

第6回 サロン導線 シャンプー
、 スパ技術チェック

第7回 カラー カラー

第8回 ノゞ――7 ノ＜—-マ

授業前の準備・予習および授業後の復習
授業前： ・ 必要に応じて準備学習の指示及び資料配布
授業後： ・ 必要に応じて課題の指示
評価方法

評価は、 授業に2/3以上出席した者を対象として、試験の得点・提出物の評価点等の学習成績(70点満
点）、出席状況等の評価点（15点満点）、授業態度等の評価点（15点満点）を総合した得点について、

100~90点を「5」、89~80点を「4」、79~70点を「3」 、 69~60点を「2」、59点以下を「1」とする。
使用教材

達成目標

美容従事者として、 お客様に支持されるための心構えと必要な知識、技術、 コミュニケーションカを習得しましょ
う。実習では、相モデルを通じて、ケアをメインに入客・担当できるスキル（知識や技術） の習得を目指す。

授業計画
回 単元名 内容

第9回 ノもーマ 縮毛矯正

第10回 美容師のキャリア 美容師のキャリアについて

第11回 カット カット技術チェック

第12回 カット カット基本

第13回 スタイルデザイン シャンプー＆ヘアアレンジ

第14回 スタイルデザイン シャンプー＆スタイリング

第15回 振り返り 小テスト

第16回 振り返り テスト

授業前の準備・予習および授業後の復習
授業前： ・ 必要に応じて準備学習の指示及び資料配布
授業後： ・ 必要に応じて課題の指示
評価方法

評価は、授業に2/3以上出席した者を対象として、試験の得点・提出物の評価点等の学習成績(70点満
点）、出席状況等の評価点(15点満点）、授業態度等の評価点（15点満点）を総合した得点について、 100~90点
を「5」、89~80点を「4」、79~70点を「3」 、 69~60点を「2」、59点以下を「1」とする。
使用教材

プキスト：タイトル「文化論」教科書 J著者［
用具：必要に応じて指示します。

オフィスアワ ー その他

I。 ll!il~
日

［

〕五版社〔 プキスト：タイトル「 J著者［
用具：必要に応じて指示します。

オフィスアワ ー その他
曜日
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科目名
2025年度年間授業計画

投業形態 I履修区分 1単位数 I履修時期
2025年度年間授業計画

関濡時間帯

美容技術理論 必修 2 1年
時限

曜日

講座名 授業担当者 実務経験

美容日本語

授業概要

美容技術理論で学ぶ述語（漢字）の意味等を学ぶ。

岩田 美容室勤務

科目名 授業形態 履修区分 単位数 履修時期 開講時間帯

美容技術理論 講義 必修 2 1年
時限

曜ヨ ～ 

濤座名 授業担当者 実務経験

美容日本語 岩田 美容室勤務

達成目標

美容技術理論で学ぶ述語（漢字）の意味等を理解する。

授業概要

美容技術理論で学ぶ述語（漢字）の意味等を学ぶ。

授業計画

達成目標

美容技術理論で学ぶ述語（漢字）の意味等を理解する。

回 単元名 内容

第1回 「美容技術理論Jのp9「力の配分ど姿勢まで」の内容を学ぶ。

第2回 plO「人体各部の名称」からp17「美容器具」までの内容を学ぶ。

第3回 pl8［コーム」からp21［プラシ」までの内容を学ぶ。

第4回 p22「シザース」からp25「レザー」までの内容を学ぶ。

第5回 p26「ピン類 ・ ヘアクリップ」からp29「ヘアアイロン」までの内容を学ぶ。

第6回 「アイロンの名称」から「遠赤外線機器」までの内容を学ぶ。

第7回 p35「シャンプーイング」の内容を学ぶ。

第8回 p39「シャンプーイングの目的」の内容を学ぶ。

授業前の準備・予習および授業後の復習
授業前： ・必要に応じて準備学習の指示及び資料配布
授業後： ・必要に応じて課題の指示
評価方法

評価は、授業に2/3以上出席した者を対象として、試験の得点 ・ 提出物の評価点等の学習成績(70点満点）、
出席状況等の評価点(15点満点）、授業態度等の評価点（15点満点）を総合した得点について、
100~90点を「5」、89~80点を「4」、79~70点を「3」 、 69~60点を「2」、59点以下を「1」とする。

使用教材

|テ□［ ：必要に応じて指示

オフィスアワ ー その他
曜日

授業計画
回 単元名 内容

第9回 シャンプーイング総論の復讐

第10回 「プラッシング」の内容を学ぶ。

第11回 「サイドシャンプー」の内容を学ぶ。

第12回 「バックシャンプー」の内容を学ぶ。

第13回 復習漠字テスト（第1回）

第14回 復習渓字テスト（第2回）

第15回 復習漢字テスト（第3回）

第16回 復習漢字テスト（第4回）

授業前の準備・予習および授業後の復習
授業前：・必要に応じて準備学習の指示及び資料配布
授業後： ・必要に応じて課題の指示
評価方法

評価は、授業に2/3以上出席した者を対象として、試験の得点 ・ 提出物の評価点等の学習成績(70点満点）、

出席状況等の評価点（15点満点）、授業態度等の評価点（15点満点）を総合した得点について、

100~90点を「5」、89~80点を「4」、79~70点を「3」、 69~60点を「2」 、 59点以下を「1」とする。
使用教材

1 |テ：
ス

；：必要に応じて指示

オフィスアワ ー その他
曜日






